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はじめに
土手や、畦、道端などの攪乱の強い開放的な場所に最近ノビルが目立って増えている。
ノビル（Allium grayi）は，ユリ科ネギ属に属する多年生草本で，日本全域・中国・モンゴル・台
湾・朝鮮に分布している（大井，１９７５；北村他，１９６７）。ノビルは，有性繁殖，分球による栄養繁殖，
珠芽による栄養繁殖の三つの繁殖様式を持つ。
ノビルは x＝８の２倍体，４倍体，５倍体，６倍体が知られている（栗田・黒木，１９６４）。日本列
島におけるノビルの倍数体の分布について，栗田・黒木（１９６４）は，関東地区に４・５・６倍体が存
在しており，北に向かうほど６倍体が増えて分布し，南西に向かうほど４倍体が増える傾向にあると，
その大まかな分布様式を明らかにしている。また，高橋・阿部・長井（１９８８）は富山県下における倍
数体の分布様式を明らかにしている。
このように日本列島におけるノビルの倍数体の分布は徐々に明らかにされてきている。
福井県においては，栗田・黒木（１９６４）によって４倍体が福井県坂井郡坂井町において一箇所のみ報
告されているだけで，県内におけるノビルの倍数体の分布については明らかにされていない。
本研究の目的は，福井県下に分布する自然集団を対象としてノビルの地域集団における倍数体の分
布様式を明らかにすることである。
Ⅰ．研究方法
（１）材料
材料は２００３年４月上旬～６月上旬にかけて，福井県下の６１集団よりノビルを採取し，実験に供した。
各集団から無作為に５～１０個体を採取するようにし，採取時には集団の大きさ，生育地の状況につい
ても記録した。採取した個体は，集団ごとに小ポットに栽植して，染色体数の観察に用いた。また，
混生倍数体が存在する集団について倍数体がどのように分布しているのか詳細に調べるため，坂井郡
三国町安島の集団において調査を実施した。
体細胞染色体は，０．００２Mキノリン溶液に１晩冷蔵庫で前処理した根端を，４５％酢酸で固定し，１
％酢酸オルセインで染色した。通常の押しつぶし法により細胞分裂中期の染色体を観察した。
（キーワード：ノビルの分布，倍数体，染色体，生育環境）
* Saori Yumoto (Anzyo-nisi Lower Secondary School, 446-0052 Aichi, Japan)
** Shunichi Yokoyama (Department Regional Environment Studies, Fukui University, 910-8507 Fukui, Japan)
福井大学地域環境研究教育センター研究紀要
「日本海地域の自然と環境」
No．１１，１‐８，２００４
福井県下におけるノビル倍数体の分布
Polyploidy and Distribution of Allium grayi Regel in Fukui Prefecture, Japan
湯元 沙織＊
（愛知県安城市立安城西中学校）
横山 俊一＊＊
（教育地域科学部理科教育）
― １ ―
（２）採取地
下記に挙げる福井県下の６１集団より採取した（表１）。
Ⅱ．研究結果及び考察
（１）倍数体の分布
福井県下の６１集団より採取した４３２個体について体細胞染色体を観察した。その結果，４倍体（２n
＝３２）：８５個体，５倍体（２n＝４０）：３４７個体を観察することができた（図２，３）。また，４倍体の
異数体（２n＝３４）も観察することができた。
表１ 採取地
１ 坂井郡三国町安島 ３２ 丹生郡朝日町岩開
２ 坂井郡三国町宿 ３３ 丹生郡織田町メルシー
３ 坂井郡芦原町安楽寺 ３４ 丹生郡宮崎村広野
４ 坂井郡春江町井向 ３５ 武生市大虫町
５ 坂井郡春江町太郎丸 ３６ 今立郡今立町
６ 坂井郡丸岡町山崎 ３７ 南条郡南条町
７ 坂井郡丸岡町高田 ３８ 南条郡南条町杣山
８ 福井市和布町 ３９ 南条郡今庄町大桐
９ 福井市佐野町 ４０ 南条郡今庄町社谷
１０ 福井市文京 ４１ 南条郡今庄町古木
１１ 吉田郡松岡町平成 ４２ 敦賀市元比田
１２ 吉田郡松岡町宮重 ４３ 敦賀市杉津
１３ 吉田郡永平寺町寺本 ４４ 敦賀市長谷
１４ 吉田郡永平寺町荒谷 ４５ 三方郡美浜町竹波
１５ 吉田郡永平寺町栃原 ４６ 三方郡美浜町今市
１６ 吉田郡上志比村興行寺 ４７ 三方郡美浜町中寺
１７ 足羽郡美山町薬師 ４８ 三方郡美浜町新庄
１８ 足羽郡美山町 ４９ 三方郡美浜町笹田
１９ 足羽郡美山町川上 ５０ 三方郡三方町
２０ 勝山市荒土町別所 ５１ 小浜市田烏
２１ 勝山市発坂 ５２ 小浜市三分一
２２ 勝山市野向 a ５３ 小浜市竜前
２３ 勝山市野向 b ５４ 小浜市四勢
２４ 勝山市村岡 ５５ 遠敷郡上中町下吉田
２５ 勝山市平泉寺 ５６ 遠敷郡名田庄村三重
２６ 勝山市下荒井橋 ５７ 遠敷郡名田庄村井上
２７ 大野市中野 ５８ 遠敷郡名田庄村奥坂本
２８ 大野市上丁 ５９ 大飯郡大飯町岡安
２９ 大野市上舌 ６０ 大飯郡高浜町薗部口
３０ 大野市木本 ６１ 大飯郡高浜町白井
３１ 丹生郡朝日町小倉
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採取した６１集団は４倍体か５倍体かのいずれかであった。表２に各集団を倍数体ごとに表示した。
４倍体は７集団，４倍体と５倍体が混生するする集団は９集団，５倍体は４５集団観察することができ
た。観察個体総数に占める割合は，４倍体が１９．７％に対し，５倍体は８０．３％であり，福井県内おいて
は５倍体が優占しているといえる。高橋ら（１９８８）は，富山県におけるノビル倍数体分布の割合を４
倍体は１６．７％，５倍体は８３．３％であったと報告している。本県も富山県とほぼ同じような傾向にある
といえる。
図２ ノビル体細胞染色体４倍体（２n＝３２）
図３ ノビル体細胞染色体５倍体（２n＝４０）
表２ 各集団における倍数体の分布表
４倍体からなる集団（７集団）
坂井郡芦原町安楽寺，坂井郡春江町井向，福井市佐野町，吉田郡永平寺町栃原，今立郡今立町，
敦賀市杉津，大飯郡高浜町白井
４倍体と５倍体が混生する集団（９集団）
坂井郡三国町安島，福井市和布町，吉田郡松岡町平成，吉田郡上志比村興行寺，勝山市荒土町別
所，大野市上丁，小浜市田烏，大飯郡大飯町岡安，大飯郡高浜町薗部口
１０μm
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図４は福井県下における倍数体の分布を図示したものである。５倍体はほぼ県下全域にわたり分布
している。一方４倍体の分布は，５倍体と混生する集団も含めて１６集団見つけることができたが，特に
決まった地域に分布いるのではなく，散らばって分布している。
図５は地域ごとに倍数体の割合を図示したものである。武生市・今立郡，大飯郡は，５倍体よりも
４倍体の方が多く観察することができた。足羽郡，丹生郡，南条郡，三方郡，遠敷郡は５倍体のみ観
察できた。武生市，福井市はノビルの分布が僅少であった。
図６は福井県下で観察した倍数体の垂直分布を示したものである。高標高のものは調べられなかっ
たが，調べられた範囲の中では，５倍体は標高１０～２４０m（平均：１００．８m）の丘陵帯全域より山地帯
下部にかけてやや広く分布するのに対して，４倍体は標高１０～１１０m（平均：５１．６m）の平陵帯下部に
その主な分布域を示した。
図６は，福井県下では５倍体は４倍体よりも高所にまで分布していることをしめしている。このこ
とに関して舘岡（１９８３）は，一般に高倍数体は低倍数体より多様な環境条件下に生活できると報告し
ている。また，栗田・黒木（１９６４）は日本列島におけるノビル倍数体の各分布域は，４倍体，５倍体，６倍
体と高次の倍数体になるにしたがい，高緯度に位置していると報告している。また，高橋ら（１９８８）
は富山県におけるノビルの垂直分布で，５倍体は丘陵全域より山地帯下部（２～７３８m）にかけてや
図４ 福井県下における倍数体の分布図
５倍体からなる集団（４５集団）
坂井郡三国町宿，坂井郡春江町太郎丸，坂井郡丸岡町山崎，坂井郡丸岡町高田，福井市文京，吉
田郡松岡町宮重，吉田郡永平寺町寺本，吉田郡永平寺町荒谷，足羽郡美山町薬師，足羽郡美山町，
足羽郡美山町川上，勝山市発坂，勝山市野向 a，勝山市野向 b，勝山市村岡，勝山市平泉寺，勝山
市下荒井橋，大野市中野，大野市上舌，大野市木本，丹生郡朝日町小倉，丹生郡朝日町，丹生郡
織田町メルシー，丹生郡宮崎村広野，武生市大虫町，南条郡南条町，南条郡南条町杣山，南条郡
今庄町大桐，南条郡今庄町社谷，南条郡今庄町古木，敦賀市元比田，敦賀市長谷，三方郡美浜町
竹波，三方郡美浜町今市，三方郡美浜町中寺，三方郡美浜町新庄，三方郡美浜町笹田，三方郡三
方町，小浜市三分一，小浜市竜前，小浜市四勢，遠敷郡上中町下吉田，遠敷郡名田庄村三重，遠
敷郡名田庄村井上，遠敷郡名田庄村奥坂本
▲ ４倍体
■ ４倍体＆５倍体
● ５倍体
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や広く分布するのに対した，４倍体は標高の低い丘陵帯下部（２～２５０m）にその主な分布域を有す
ると報告している。
このことからも５倍体は４倍体に比べて環境に対する適応性の幅が広いと考えられる。
図５ 地域ごとにおける倍数体の割合
図６ 垂直分布図
福井県下におけるノビル倍数体の分布
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（２）混生倍数体が存在する集団について
４倍体と５倍体が混生している集団では，どのように分布をしているのか，またどのような生育状
況であるかを「坂井郡三国町安島」を取り上げて調べることにした。
坂井郡三国町安島で観察したノビルは，三国東尋坊芦原線を北上し，雄島へ行く１km程手前にあ
る路傍に生育していた。標高２０m，共存種はカラスノエンドウ，ヨモギ，カモジグサ，オランダミミ
ナグサ，コバンソウ，コブナグサ，スイバ，ブタナなどの雑草であった。ノビルは，歩道と松林の間
の斜面に約５０mの距離にわたって生育していた。その場所においてノビルを１m間隔ごとに採取し，
体細胞染色体を観察した。ノビルの倍数体分布を照度（１２月１０日１０時測定）と合わせて結果を図７に
示した。
A・Cは松林の影響がなく日当たりが良い状態であった。一方 Bは松林が連続しているため，松林
の影になることが多く日当たりは悪かった。所々樹冠が空いて光が差し込んでいるところも何箇所か
みられた。
光の量が多い A・Cに５倍体が多く生育して，光が少ない Bには４倍体が多く生育している傾向
にあった。狭い範囲の中でも，光の当たり方によって４倍体と，５倍体が住み分けしていることは興
味のあることである。
（３）生育環境
採取した６１集団はどんな生育環境であったかを表３に示した。表３から，５倍体は水田，畑地，線
路わきの土手などの陽地で，開放的な場所に生育していると考えられる。ノビルは主にスギナ，カラ
スノエンドウ，ヨモギ，オランダミミナグサ，カモジグサ，カタバミ，シロツメクサなどの雑草とと
もに共存している。一方４倍体は，林縁や路傍など半陰地に生育し，５倍体の生育地と比較すると半閉
鎖的な環境に生息すると考えられる。４倍体はヨモギ，スギナ，ドクダミ，ヤブジラミなど半陰地に
図７ 坂井郡三国町安島におけるノビルの分布
・折れ線は照度
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生息する雑草が共存種である。また，４倍体と５倍体が混生している集団の生育地は比較的に半陰地
に生息しており共存種も４倍体と共通していることが多い。
（４）発根時期について
本研究において，体細胞染色体を観察していた途中，６月上旬ごろから根が出てこないことに気付い
た。７月には採取したすべてのノビルが鱗茎を除いて枯死してしまった。河野・長井（１９７５）は，ノ
ビルは５～６月に花茎を地上に上げたのち，地上部および根は枯死して鱗茎のみとなり，休眠に入
り，９～１０月にかけ，鱗茎より発根し，つづいて同化器官を地上に展開すると報告している。
４倍体と５倍体についての発根の時期を調べた結果，両者の間には差異が見られた（図８）。
夏期休眠後の鱗茎からの発根は，５倍体が８月下旬から，４倍体は９月中旬から認められ，その開
始時期は５倍体と４倍体に比較して約０．５ヶ月早かった。高橋ら（１９８８）は，富山県での発根の調査
で５倍体が９月上旬に発根し始め，４倍体に比較して１．５か月も早く開始されると報告している。筆
表３ 生育環境
図８ 発根時期
生 育 地
個 体 群 数
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空き地
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１
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１
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１
１
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１
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者らの実験は高橋ら（１９９８）の実験に比べて発根時期がやや早くなっているが，著者等の発根の実験
は，実験室内での実験のため，それが原因しているのかもしれない。河野・長井（１９７５）は，根が枯
死し始めた時期は両者とも明瞭な差異が認められないと報告していることから，５倍体が４倍体に比
較し同化期間が長くなり，物質生産に有利になると考えられる。５倍体が路傍，土手，畦や畑地など
に広く広がっていったのも，これらの環境が年間を通じて光を十分に利用できる攪乱を受けやすい開
放的な場であったからであると考えられる。
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